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研究成果の概要 

当該年度は、ポーラスナノシートの構成原料である環状分子として、芳香族部位が 2 本の結合

で連結されたラダー型構造を骨格とする環状分子に着目し合成を行った。ラダー型構造を有する

環状分子は合成難易度の高い化合物群である。本研究では、環状構造形成に適切な折れ曲がり

部位を持つ前駆体と、ジケトンとジアミンとの脱水縮合反応とを組み合わせることで、低収率（0.8%）

ながらもドナー・アクセプター部位が交互に連結した構造を有するラダー型環状分子合成を達成し

た。本環状分子は、構造有機化学の分野において大きな合成目標である、含窒素シクラセンの前

駆体として有用である。また、本環状分子骨格への置換基導入により溶解性・合成収率を向上させ、

さらにその光学特性評価の結果、ドナー・アクセプター部位を有する環状分子構造に由来する CT

状態からの発光を観測した。合成したラダー型環状分子は、種々の芳香族分子をポーラス内部に

取り込むことを明らかにした。このゲスト取り込みは、本環状分子を連結して合成されるポーラスナ

ノシート中におけるゲスト精密配列に有用な知見を与えた。 

さらに当該年度は、動的共有結合形成反応を利用した、ポーラスナノシート合成を検討した。そ

の合成予備実験として、本反応を用いて環状分子合成を行った結果、良好な収率で環状分子が

得られることが分かった。その後、ポーラスナノシート合成に展開した結果、原子間力顕微鏡や走

査透過電子顕微鏡測定から目的のポーラスナノシート生成を示唆する結果を得た。また、ポーラス

ナノシート前駆体（原料）に導入した置換基構造が、ナノシートの溶解性・物性に与える影響を評

価した。本成果は、溶媒に可溶なポーラスナノシート開発を行うにあたり重要な知見となった。今後、

詳細な構造解析や、ポーラスナノシート前駆体構造とナノシート物性とのさらなる相関解明を行う。 
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